　　　　　　　　　


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団
企画講師：牛島　定信　先生 （三田精神療法研究所所長）
講座日程：全５回
	回
	開催日
	講   義   内   容 （予定）
	講  師 （敬称略）

	１
	６/ 5（水）
	パーソナリティ障害とは
	三田精神療法研究所所長　
牛島　定信

	２
	6/12（水）
	うつ病臨床におけるパーソナリティ障害
	国際医療福祉大学三田病院精神科
平島　奈津子

	３
	6/19（水）
	自傷行為からみたパーソナリティ障害の臨床
	国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所
薬物依存研究部診断治療開発研究室長　
松本　俊彦

	４
	6/26（水）
	メンタライゼーションからみた
パーソナリティ障害
	慶應義塾大学医学部精神・神経科
　 白波瀨 丈一郎

	5
	7/ 3（水）
	ひきこもりとパーソナリティ障害
	筑波大学医学系精神保健学講座教授
斎藤　環


講義時間：毎週水曜日、午後６時３０分～８時（90分）
受講料：１０,０００円（税込み）
定　員：４５名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象：精神保健の領域で、治療・教育・相談・指導等に携わっている専門家の方々、ならびに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方、企業・学校・地域社会のメンタルヘルス関係者
会　場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ 03-3986-7021
　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分）

（講座№13152）　   





こころの臨床・夜間講座 ２ 





パーソナリティ障害の臨床





＜今年は自傷行為・メンタライゼーションの観点からも考えます＞





子が親を殺害し、親が子を殺めるといった凄惨な事件が相次いでいる。こうした事件の裾野は広く、人格（パーソナリティ）障害なる言葉が社会を闊歩する時代となった。それはただ単に地域社会での話題に終わることではない。精神科だけではなしに企業においても、学校においてもパーソナリティ障害を見る目が必要になっている。対岸の火ではなくなった。過食、自傷・自殺する若い女性、フリーター、ニートを含めた社会的ひきこもりに加えてうつ病で治療中にひきこもってしまう人、何かとトラブルを惹き起こす人が、企業での人事や総務を巻き込み、精神科臨床のスタッフを巻き込んでは混乱を起こしている。こうした事態に対して、これまでとは違ったパーソナリティ障害論が必要になったかにみえる。精神科関係者だけではなしに、企業、学校、地域社会のメンタルヘルス関係者の参加を期待している。　　　　　　　


【三田精神療法研究所所長　牛島　定信】


※事例を扱う関係から、守秘義務を守れる方に限定します。
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